






要約:PCR(polymerase chain reaction)法は今日種々の DNA 診断技術の中でその精度の高

さ並びに簡便さと言う点から急速に注目を浴びてきているものである。我々は本法を

HTLV-1 感染の診断に応用できる可能性について検討した。その結果、採血全液 100μ1 か

らフェノール法等による DNA抽出操作をすることなく、しかもその検出に放射性同位元素

を用いずに ATLの DNA診断を行えることが明らかになった。さらに HTLV-1感染者もHTLV-1

プロウイルス 0.001 コピー/細胞の感度まで放射性同位元素を用いることなく検出できる

ことが明かとなった。本法は採血から診断まで8時間程度で行えるきわめて簡便なもので

ある。我々の研究から HTLV-1 感染者(ATL を除く)では末梢血全細胞中 HTLV-1 プロウイル

スが O.33-O.O01 コピー/細胞存在することが明らかになった。


